
N A G A N O

特集
県民の“いのち”を守る救急医療
 開催まで1年をきった
長野技能五輪・アビリンピック２０１２

2011年

冬号



松本市

大町市

小谷村

川上村

佐久市

伊那市

飯田市

駒ヶ根市

木曽町

阿南町

栄村

長野市

信州大学医学部附属病院

佐久総合病院

50km
15～20分

100km
30～40分

140km
40～50分

■信州大学医学部附属病院
　高度救命救急センター 
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 センター長

長
野
県
は
、
広
大
な
県
土
と
山
間
地
を
多
く

抱
え
て
、
救
急
現
場
か
ら
の
搬
送
時
間
を
短
縮

す
る
た
め
の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
17
年
7
月
か
ら
1
機
目
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
（
略
称
：
ド
ク
ヘ
リ
）
が
佐
久
総
合
病
院
を

基
地
と
し
て
全
県
を
網
羅
し
て
き
ま
し
た
が
、

10
月
1
日
に
2
機
目
の
ド
ク
ヘ
リ
運
航
を
開
始

し
ま
し
た
。

全
国
で
ド
ク
ヘ
リ
を
運
航
し
て
い
る
の
は
23

道
府
県
。
複
数
配
置
と
し
て
は
４
番
目
の
先
駆

的
な
取
り
組
み
と
な
り
、
救
命
率
の
向
上
や
後

遺
症
の
軽
減
に
向
け
さ
ら
な
る
期
待
が
か
か
り

ま
す
。 県

内
２
機
目
と
な
る

信
州
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
配
置

救急患者
発生

消防本部通信指令❶119番通報

❷救急車が現場へ急行すると
同時に消防本部の判断で
ドクターヘリ出動要請

❹出動

❻ドクターヘリにより、
救命救急センター
または搬送受入病院へ

❺救命処置開始

基地病院
東北信／佐久総合病院
中南信／信州大学医学部附属病院

❸ドクターヘリ出動要請
78,876 79,856 77,715 75,957

82,337

18年 19年 20年 21年 22年

（件）

（平成）
（出典：消防庁、救急年報）
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長野県内の救急活動の推移
【H18～22】出動件数 (速報値 )

「ドクヘリ」ミニ知識

スピードは？
時速250km/h
基地から半径50kmの範囲
では15～20分で到着する
ことが出来ます。

航続距離は？
最大で635km
県内全域を十分カバーでき
ます。

運行時間は?
午前8時30分から午後5時

（または日没） 　 
ただし、気象条件等により出
動できない場合があります。

料金はかかるの?
ドクヘリの利用料は掛かりま
せん。
ただし、保険診療の範囲内で
負担が必要です。

救急医療の世界では今、病院外で
の救急治療をいかに早く始められる
かが重要になっています。

今回、2機目のドクヘリが信州大
学に導入されました。佐久総合病院
と共同歩調をとりながら専門的な医
療を実施していきます。また、わが
県の医師養成機関として、救急医療
のスペシャリストを数多く養成し、全
県の態勢を充実していきたいと考え
ています。

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

県
民
の“
い
の
ち
”を
守
る
救
急
医
療

特
集

ド
ク
ヘ
リ
は
、
除
細
動
器
や
人
工
呼
吸
器

な
ど
の
医
療
機
器
を
備
え
、
医
師
と
看
護
師

が
同
乗
し
救
急
現
場
へ
医
療
を
い
ち
早
く
届

け
る
た
め
の
専
門
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

研
究
機
関
の
発
表
に
よ
る
と
、
ド
ク
ヘ
リ

を
活
用
し
た
場
合
の
救
命
率
は
従
来
よ
り
、

死
亡
を
27
％
減
ら
し
、
重
度
後
遺
症
も
45
％

減
ら
す
（
厚
生
労
働
科
学
研
究
「
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
実
態
と
評
価
に
関
す
る
研
究
」）
こ

と
が
実
証
さ
れ
、
救
命
率
ア
ッ
プ
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
ヘ
リ
の
出
動
範
囲
は
、
主
に

東
北
信
は
佐
久
総
合
病
院
か
ら
、
中

南
信
は
信
大
病
院
が
担
当
し
て
い
ま

す
。
２
機
目
運
航
か
ら
1
カ
月
間
で

合
わ
せ
て
41
件
の
出
動
が
あ
り
１
機

態
勢
の
時
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
従
来
は
出
動
で
き
な
か
っ
た
重

複
要
請
の
際
に
も
お
互
い
が
カ
バ
ー

し
合
う
こ
と
で
多
く
の
命
を
救
う
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
へ
リ
は

　
「
空
飛
ぶ
救
急
外
来
」

２機態勢での到達時間の目安
※到達時間は天候等の影響により変化します。

ドクヘリ出動の流れ

ドクヘリの運航件数

救急車などが出動する件数は、平成22年の速報
値で年間8万件を超えています。このうち佐久総合
病院を基地としている1機目のドクヘリの運航件数は、
配置から5年間で延べ1800件を超え、重篤、重症
患者への治療や搬送に活躍しています。
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子
ど
も
の
急
病
で
困
っ
た
ら

電
話
相
談
の
活
用
を

県
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

命
を
守
る
た
め
、
県
内
の
医
療
体

制
を
整
え
、
症
状
に
応
じ
た
診
療

を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
第
一

次
か
ら
第
三
次
ま
で
の
救
急
医
療

に
よ
り
、
県
民
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
仕
組
み
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
救
急
医
療
の
現
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
慢

性
的
な
医
師
、
看
護
師
不
足
な
ど
に
加
え
、「
昼
間
は
仕
事

で
受
診
が
難
し
い
」、「
な
ん
と
な
く
具
合
が
悪
い
」
な
ど

の
理
由
で
、
休
日
や
時
間
外
の
救
急
診
療
を
受
診
す
る
人

が
増
え
て
お
り
、
医
療
関
係
者
へ
の
負
担
が
大
変
重
く

な
っ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
時
間
内
の
受
診

を
心
が
け
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

初
期
救
急
医
療
機
関
は
、
風
邪
や
軽
症
の
け
が
な
ど
、

比
較
的
症
状
の
軽
い
患
者
が
診
療
を
受
け
る
市
町
村
単

位
の
身
近
な
機
関
で
す
。
県
内
16
の
医
師
会
の
協
力
に

よ
り
、
当
番
を
決
め
て
夜
間
や
休
日
に
対
応
す
る
当
番

医
制
や
14
カ
所
の
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
、
小
児
初

期
救
急
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

診
療
の
結
果
に
よ
っ
て
、
二
次
、
三
次
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

救
急
医
療
の

現
場
は
い
ま

県
内
の
救
急
医
療
体
制
を
整
え
て
い
ま
す

小児救急電話相談

■問い合わせ先
健康福祉部医療推進課:ＴＥＬ 026-235-7131
危機管理部消防課:ＴＥＬ 026-235-7182

休
日
や
夜
間
、
急
な
子

ど
も
の
病
気
に
ど
う
対
処

し
た
ら
よ
い
か
判
断
に

迷
っ
た
ら
お
電
話
を
。
経

験
豊
富
な
看
護
師
な
ど
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー

等
も
利
用
で
き
ま
す
。

症
状
が
軽
い
と
き
は

初
期（
第
一
次
）救
急
医
療
機
関
へ

県
内
52
の
病
院
で
休
日
・
夜
間
に
、

入
院
や
手
術
な
ど
が
必
要
な
重
症
救
急

患
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。
10
の
行
政
単
位
の
中
で
順

番
を
決
め
当
番
医
を
担
当
す
る
病
院
群

輪
番
制
を
と
っ
て
い
ま
す
の
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
も
安
心
で
す
。

や
け
ど
や
大

け
が
、
急
性
の

病
気
が
疑
わ
れ

た
場
合
に
は
、

ま
ず
１
１
９
番

通
報
し
、
最
も

適
し
た
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

入
院
や
手
術
が
必
要
な
と
き
は

第
二
次
救
急
医
療
機
関
へ

重
篤
、
重
症
の
患
者
を
救
う
た
め
の

高
度
な
医
療
を
確
保
し
て
い
る
病
院
で
、

信
州
大
学
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
し
て
、
県
内
6
カ
所
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
重
症
の
と
き
は

第
三
次
救
急
医
療
機
関
へ

健
康
に
不
安
を
感
じ
た
り
、

病
気
に
な
っ
た
と
き
、
気
軽
に

相
談
で
き
る「
か
か
り
つ
け
医
」

（
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
）
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
普
段
か
ら
使
用
し
て

い
る
「
薬
」
や
「
症
状
」
を
承

知
し
て
い
る「
か
か
り
つ
け
医
」

に
診
て
も
ら
い
、
症
状
に
応
じ

て
専
門
医
療
機
関
等
の
診
療
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

「
か
か
り
つ
け
医
」を

持
ち
ま
し
ょ
う
！

休
日
・
夜
間
の
救
急
窓
口
は
、

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
病
状
が
軽
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
気
軽
に
利
用
す
る

と
、
救
急
で
治
療
が
必
要
な
患

者
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 な

る
べ
く
時
間
内
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
！

地
域
医
療
の
担
い
手
で
あ
る
医
師
会
は
、 

夜
間
、
休
日
の
当
番
医
制
な
ど
、
初
期
救
急
医

療
に
協
力
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
会
員
が
中
核
病
院
等
で
診

療
支
援
を
行
う
な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
・
安

全
な
医
療
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医

療
機
関
と
し
て
力
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

医
師
会
も
全
面
的
に

協
力
を
し
て

い
ま
す

■
長
野
県
医
師
会

大お
お

西に
し 

雄ゆ
う

太た

郎ろ
う 

会
長

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
周
り
に
い
る
人
の
応
急
手

当
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

消
防
局
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
扱
い
や

心
肺
蘇
生
の
方
法
に
つ
い
て
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄
り

の
消
防
局
（
本
部
）
ま
た
は
消

防
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

個
人
で
も

で
き
る

応
急
手
当

■
長
野
市
消
防
局　
中
央
消
防
署

畑は
た 

大だ
い

悟ご 

消
防
司
令
補

近くの医療機関や休日・夜間救急医を電話で確認。

「ながの医療情報ＮＥＴ ナビダイヤル」
をご利用ください。

☎ ０５７０-０８８１９９
ホームページはこちらから

→

http://www.qq.pref.nagano.lg.jp/

通話料が
かかります

県 民 の 皆 さ ん へ の

お

願

い

チェック

119番通報の仕方を知っていますか?

いざというときの手順を確認してください。

固定電話の場合
局番なしの119番1
救急と伝える2
場所を正確に3
誰がどのような症状なのか4
自分の名前と電話番号を伝える5

携帯電話の場合
○固定電話の手順と同じですが、最初に携帯

電話からの通信であることを伝えてください。

チェック

☎ #8000 または 

☎ 0263-72-2000
（相談時間：毎日 午後7時～11時）
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信
州

最
前
線

不
安
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
、
家

庭
・
地
域
や
学
校
で
皆
と
一
緒
の
生
活

が
送
れ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
の
支
援
を

積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
県
で
は
今
年

４
月
、
松
本
市
旭
に
「
松
本
あ
さ
ひ
学

園
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

前
身
の
「
諏
訪
湖
健
康
学
園
」
で
は
、

月
２
回
医
師
が
訪
問
治
療
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
松
本
で
の
開
設
を
機
に
い

つ
で
も
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
医
師

を
常
勤
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

の
興
味
や
学
力
に
応
じ
た
教
育
が
で
き

る
よ
う
施
設
を
充
実
し
ま
し
た
。

施
設
全
体
が
治
療
の
場
、
施
設
内
の

全
て
の
活
動
が
治
療
で
あ
る
と
い
う
考

え
方
を
基
本
に
「
総
合
環
境
療
法
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
医
療
、

心
理
治
療
、
生
活
支
援
、
学
校
教
育
そ

し
て
地
域
と
の
連
携
が
治
療
の
柱
。
医

師
・
心
理
療
法
担
当
職
員
・
保
育
士
・

教
職
員
が
日
々
相
談
し
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
の
治
療
に
あ
た
り
ま

す
。

子どもたちが安心して生活し、成長できる
施設とするため、児童の人権尊重の視点を基
本として運営しています。

一人ひとりを大切にし、家庭的な雰囲気の
中でケアを行うことにより効果的な治療が行
えると考えています。

児童相談所、学校そして家族と力をあわせ、
子どもたちが、自分らしく伸び伸びと成長し、
自立できるよう職員が全力で努めていきます。

心
理
的
に
不
安
定
と
な
り
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

そ
の
原
因
は
、児
童
虐
待
や
発
達
の
問
題
な
ど
様
々
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

松本あさひ学園　工
く

藤
ど う

 伸
し ん

一
い ち

 所長

子
ど
も
た
ち
が
オ
ア
シ
ス
と
感
じ
ら
れ
る
学
園
を
目
指
し
ま
す
。

情緒障害児短期治療施設に治療全体を管理するため
の医師を配置するのは、全国に３７ある施設の中でも先
駆的な取り組みです。

学園生活や学校での一人ひとりの子どもの変化や様
子について毎日打ち合わせを行い、医師からアドバイ
スや治療方針の確認がなされます。

箱庭療法や遊戯療法、芸術療法など様々な心
理療法を用いて治療を進めています。子どもが創
作した作品は、その子の心を映し出します。子ども
の心を理解したうえで本来持っている自己回復力
を発揮できるよう取り組んでいます。

医療 総合的な治療のため、医師が全体を
コーディネートします。

心理
治療

子どもとの信頼関係を
大切にしています。

入所に関するご相談は、市町村の児童家庭相談
窓口や児童相談所でお受けしています。

■松本あさひ学園
〒３９０-０８０２　松本市旭２-１１-２５

（信州大学医学部附属病院南側）
ＴＥＬ ０２６３-８８-３７３７　ＦＡＸ ０２６３-３４-５０６６
http://park7.wakwak.com/～asahigaku/

相談窓口
中央児童相談所

〒３８０-０９２８　長野市若里７-１-７
ＴＥＬ ０２６-２２８-０４４１
ＦＡＸ ０２６-２２８-０２４７

松本児童相談所
〒３９０-１４０１　松本市波田９９８６
ＴＥＬ ０２６３-９１-３３７０
ＦＡＸ ０２６３-９２-１５５０

飯田児童相談所
〒３９５-０１５７　飯田市大瀬木１１０７-５４
ＴＥＬ ０２６５-２５-８３００
ＦＡＸ ０２６５-２８-１０２７

諏訪児童相談所
〒３９２-００２７　諏訪市湖岸通り１-１９-１３
ＴＥＬ ０２６６-５２-００５６
ＦＡＸ ０２６６-５２-００５７

佐久児童相談所
〒３８５-００２２　佐久市岩村田３１５２-１
ＴＥＬ ０２６7-６７-３４３７
ＦＡＸ ０２６７-６７-３４４９

長
野
県
松
本
あ
さ
ひ
学
園

子
ど
も
の
心
に
寄
り
添
い
自
立
へ
と
導
く

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設

面接や生活の様子
を通して、精神医学
的な視点から、子ど
もの行動の裏にある
気持ちを捉えるよう
努めています。

今
い ま

井
い

 淳
じゅん

子
こ

 医師

子どもに１対1で向き
合い、信頼関係を築き
ながら悩みを受け止め、
自立に向けた支援をし
ています。

治療支援課

小
お

口
ぐ ち

 浩
こ う

司
じ

専門幹兼心理治療係長

生活
支援

安心・安定した環境が
成長の基礎となります。

食事や清掃、入浴などの基本的な生活習慣を習得することや集
団での遊びや学習、行事を通じて社会性を伸ばしています。

また、家庭復帰に向けた準備段階にある子どもには、家庭的な
雰囲気のグループホームで、きめ細やかなケアを行っています。

学校
教育

施設内学校の設置により
相乗的に治療効果を高めます。

松本市への移転に伴い、施設内に市立岡田小学校と女鳥羽中学
校の分校が併設されました。

施設内学校で学習に対する自信の回復を目指しています。

地域との
連携

自立に向けて地域
活動に参加します。

治療や生活支援の一環として、太鼓クラブの活動を行っています。
地元の夏祭りなどに積極的に参加することで地域との交流も生

まれています。
また、地域や地元大学生等にボランティアとしてご協力をいただ

いています。
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フォト
ながのけん

2011.07 ▼ 10

県が開催している「おいしい部局長会
議」で取り上げられた商品を販売するコー
ナーが、長野市のパティオ大門「ＫＵＲＡ
セレクト信州銘品館」に７月８日オープン
しました。
「玉大黒　絞り甘納豆」（松川村）や「信

州のりんごとぶどうとあんずがたっぷり
パウンドケーキ」（坂城町）などアイデア商
品がお買い求めいただけます。また、県庁
売店にもコーナーが設置されています。

特産品の発信拠点
オープン！

8月25日、県内産牛肉の安全・安心を
確保するため、県内で飼育され、県内の
と畜場へ出荷される全ての肉牛を対象
とした放射性物質「全頭検査」が松本家
畜保健衛生所でスタートしました。

11月9日現在、1,904頭の検査が行わ
れましたが、放射性物質は検出されてい
ません。

全ての検査結果は、県ホームページで
個体識別番号により検索することがで
きます。

消費者に安全・安心を
県内産牛肉の全頭検査を
開始

ご静養のため軽井沢町に滞在されていた天皇皇后両陛下が、8月24
日に東御市中屋敷のぶどう団地を訪問されました。

このぶどう団地を天皇陛下がご訪問されるのは、皇太子時代の昭和
38年以来48年ぶりのことです。

選果場でぶどうの栽培状況などの説明を聞かれた後、団地内の畑で
栽培されているぶどうをご覧になりました。

48年ぶりに思い出の地へ

長野県北部の地震や東日本大震災により被災した地
域の子どもたちを招待し、心を癒す事業を支援する「子
どもリフレッシュ募金」。

8月8日、ボーイスカウト、ガールスカウトによる街
頭募金が行われ、それ
までに寄せられた募
金と合わせて、目標額
1千 万 円 を 超 え ま し
た。被災地の要望に応
えるため、募金は今年
いっぱい続けられます。         

募金を活用し、夏の間だけで約3千人の子どもたちが信州を満喫しました。

被災地の子どもたちに笑顔を

開かれた県政運営を目指して

9月3日から5日まで伊那
と長野の2会場で信州型事
業仕分けを実施しました。
行政の効率化や国・市町村
との役割分担の明確化など
を目的に、仕分け人と県担
当課が議論し、県民判定人
の皆さんによって55事業
の判定が行われました。

今後は、仕分け結果を尊重しながら、各事業について検討を行い、来
年度予算などに反映していきます。

7月27日、長野県短期大学の将来
構想に関する検討委員会が長野市
で開催されました。

8回目となるこの日の委員会で
は、本県の高等教育をより一層充実
させるため、新たな公立4年制大学
への転換が必要であるとの報告書
がまとまりました。

この報告書を受けて、大学の運営体制などの課題について整理を進
め、今後は、有識者を交えて、より具体的な大学像の検討を行います。

県短期大学の４年制化に向けて

阿部知事は、長野県が育成したりんご「シナノゴールド」のヨーロッ
パでの栽培許諾について協議するため、9月11日にイタリアの南チロ
ル地方のボルツァーノを訪問しました。

現地のりんご生産組合やその共同体「SKズードチロル」の代表者らと
の会談で、商標を「SHINANO GOLD」にすることなどを合意しました。

今後正式契約が交わされ、「シナノゴールド」は世界的な品種に大き
く成長していきます。

長野県オリジナルりんご「シナノゴールド」
欧州商業栽培許諾へ

「リニア中央新幹線建設促進長野県協議会」は、10
月18日に長野市で臨時総会を開催しました。

総会では、地域の意見を集約した決議を全会一致
で採択し、早期着工に向けて、県内一丸となって引き
続き取り組んでいくことが確認され、JR東海に知事
から要請書が手渡されました。

早期着工に向けて
一丸となった取り組みを

昨年6月に就航したフジドリームエアラインズ（FDA）の定期便利用客
10万人の達成を記念して、9月15日に信州まつもと空港でセレモニーが
開催されました。

10万人目の利用者になった北海道恵庭市在住の村井美紀子さんには、
航空券や塩尻市産のブドウなどが贈られました。

信州まつもと空港は、札幌と福岡を結ぶ信州の空の玄関口として、さら
に愛される空港を目指します。

FDA定期便　利用者10万人を達成
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今年のソウル大会のDTP種目で
銅メダルを獲得した米

よね

澤
ざわ

勉
つとむ

さん
（ながのコロニー（長野市））

右から小林社長、松澤選手、渡邉選手、小林コーチ

国
際
大
会
へ
高
校
生
が

特
派
員
と
し
て
参
加
！

開
催
ま
で
１
年
を
き
っ
た

「
競
う
技 

未
来
を
拓ひ

ら

く 

ゆ
め
長
野
」を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
、来
年
10
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
松

本
市
、諏
訪
市
を
会
場
に
第
50
回

技
能
五
輪
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。ま
た
、障
害
者
の
技

能
大
会
で
あ
る
第
33
回
ア
ビ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
10
月
20
日
か

ら
22
日
に
か
け
て
長
野
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

長
野
技
能
五
輪・ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
２

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
わ
ざ
ま
る
」

技
能
五
輪
全
国
大
会
と
は
、
様
々
な

職
種
で
活
躍
す
る
若
い
技
能
者
の
競
技

会
で
、
長
野
大
会
は
節
目
と
な
る
50
回

目
に
な
り
ま
す
。
大
会
は
、
も
の
づ
く

り
産
業
の
将
来
を
担
う
若
い
技
能
者
の

レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、
も

の
づ
く
り
長
野
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

上
位
入
賞
者
は
２
０
１
３
年
の
ド
イ

ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
開
か
れ
る
国
際

大
会
の
日
本
代
表
候
補
と
な
り
ま
す
。

15歳以上の障害のある人が技能を競う大
会がアビリンピック（全国障害者技能競技大
会）です。日頃、職場で培った技術に磨き
をかけ、全国1位を目指します。

さらに全国大会で優秀な成績を収めた選
手は２０１５年にフィンランド・ヘルシンキで
開かれる国際アビリンピックの代表候補にな
ります。来年の長野大会では、パソコン組立、
フラワーアレンジメントなど22の種目で競
われる予定です。

10
月
4
日
か
ら
9
日

に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
・

ロ
ン
ド
ン
で
第
41
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
が

開
催
さ
れ
、
48
の
国
か
ら
９
２
５
人
が
参
加
し
、

46
の
職
種
で
世
界 一 

が
争
わ
れ
ま
し
た
。

国
際
大
会
の
刺
激
と
感
動
を
多
く
の
方
に

伝
え
て
も
ら
う
た
め
、
長
野
工
業
高
等
専
門

学
校
3
年
の
日ひ

極づ
め
さ
お
り

さ
ん
と
岡
谷
工
業
高
校
３

年
の
田た

中な
か

誠せ
い

司じ

さ
ん
の
２

人
の
高
校
生
が
特
派
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

日
極
さ
ん
は
、「
選
手
の

技
能
の
高
さ
と
熱
気
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
派

遣
を
通
じ
感
じ
た
こ
と
を

多
く
の
若
い
人
に
伝
え
て

い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
満
23
歳
以
下
で
、
地
方

予
選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
上
位
入
賞

者
で
す
。
長
野
大
会
で
行
わ
れ
る
競

技
職
種
は
、
機
械
系
、
電
子
技
術
系
、

金
属
系
、
建
設
・
建
築
系
、
サ
ー
ビ

ス
フ
ァッ
シ
ョ
ン
系
な
ど
41
職
種
（
予

定
）
で
す
。
時
計
修
理
職
種
も
24
年

ぶ
り
に
復
活
し
、
県
勢
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
し
た
選
手
や
様
々
な
職
種
の

プ
ロ
が
学
校
を
訪
問
す
る
Ｗ
Ａ
Ｚ
Ａ

Ｃ
Ａ
Ｎ
（
ワ
ザ
キ
ャ
ン
）
出
前
講
座
。

こ
れ
ま
で
に
20
の
中
学
校
を
訪

問
し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や

技
能
の
素
晴
ら
し
さ
、
働
く
こ
と

の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

開
催
ま
で
1
年
を
き
っ
た
こ
の

大
会
。
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に

会
場
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
長

野
県
勢
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
場
へ
お
出
か
け

　
く
だ
さ
い
。

今
年
の
全
国
大
会
の
フ
ラ
イ
ス
盤
職
種
に
、
佐
久

穂
町
の
千
曲
技
研
株
式
会
社
か
ら
松ま

つ

澤ざ
わ

義よ
し

直な
お

さ
ん
と

渡わ
た

邉な
べ

祐ゆ
う

樹き

さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。
従
業
員
50
人
の
企

業
か
ら
の
出
場
は
ま
れ
で
す
。

会
社
で
は
選
手
の
た
め
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
道
場
」

と
い
う
練
習
施
設
を
建
設
。

「
優
秀
な
選
手
を
育
て
る
事
は

企
業
の
生
き
残
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
」
と
話
す
の
は
毎
日
、
選
手

を
指
導
し
て
い
る
小こ

林ば
や
し

智さ
と
し

社
長
。

選
手
の
松
澤
さ
ん
は
「
本
番
も

平
常
心
を
失
わ
ず
、
競
技
時
間

内
で
製
品
を
完
成
さ
せ
入
賞
し

た
い
」、
渡
邉
さ
ん
は
「
今
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
を
全
て
出
し
き

り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま

し
た
。

企
業
も
選
手
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

国際大会に派遣された田中さん（左）と日極さん（右）

上田市立第四中学校の出前講座の様子

今年の国際大会（ロンドン大会）印刷部門
で金メダルを獲得した伊

い

東
とう

真
ま

規
き

子
こ

さん　
（亜細亜印刷株式会社（長野市））

訓練に励む
渡邉祐樹さん

■問い合わせ先
商工労働部人材育成課
技能五輪･アビリンピック室：ＴＥＬ 026-235-7204
http://www.waza-can.com/

技
能
五
輪
っ
て

な
～
に
？

参
加
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

ど
ん
な
競
技
が
あ
る
の
？

アビリンピックとは？

将
来
の
技
能
五
輪
選
手
が

生
ま
れ
る
か
も
！
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日々の練習に励む塾生

演奏会の様子

「家庭の味」を味わう
葛粉のゼリー（試作） 真っ白な葛粉

山に生い茂る葛のつる

県内外の来客で賑わう店内

しゅふふ（全景）

姉妹都市の交流イベントの様子

特製メープルシロップ

野鳥が描かれたシャッター

中
軽
井
沢
に
生
息
す
る
野
鳥
の
ペ
イ

ン
ト
が
35
カ
所
の
商
店
の
シ
ャッ
タ
ー
を

飾
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
絵
は「
中
軽
井
沢

を
自
然
に
優
し
い『
森
の
街
』に
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る「
軽
井
沢
森

の
街
つ
く
り
隊
」の
隊
員
た
ち
に
よ
る
力

作
で
す
。

街
つ
く
り
隊
の
隊
員
は
36
人
。
街
並

み
の
美
化
運
動
や
案
内
地
図
の
発
行
、

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
縁
で
カ
ナ
ダ
か
ら

贈
ら
れ
た
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
の
樹
液
を
使
っ

た
メ
ー
プ
ル
シ
ロッ
プ
づ
く
り
、
地
元
の

名
産
品
を
集
め
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

な
ど
7
つ
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
い
ま
す
。「
将
来
は
、
訪
れ
る
方
が
中

軽
井
沢
駅
を
基
点
に
し
て
、
歩
き
な
が

ら
ゆっ
た
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
空

間
を
目
指
し
た
い
」
と
語
る
の
は
、
隊

長
で
本
職
は
中
軽
井
沢
郵
便
局
長
と
い

う
佐
藤 
一 
郎
さ
ん
。

現
在
改
修
中
の
中
軽
井
沢
駅
舎
が
完

成
す
る
平
成
25
年
に
併
せ
、
駅
周
辺
へ

の
植
え
込
み
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
植
栽
、

散
策
コ
ー
ス
の
整
備
な
ど
、
森
の
街
づ

く
り
に
向
け
た
さ
ら
な
る

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

阿
南
温
泉
か
じ
か
の
湯
に
隣
接
す
る

「
旬
採
厨
房
し
ゅ
ふ
ふ
」。
こ
こ
は
3
人

の
主
婦
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た「
企

業
組
合
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ァ
ー
ム
あ
な
ん
」

が
﹃
地
産
地
消
﹄
で
町
を
元
気
に
し
よ

う
と
4
年
前
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。

特
色
は
、
地
元
の
高
齢
者
の
方
々
が

丹
念
に
作
っ
た
お
米
や
朝
採
り
野
菜
を

仕
入
れ
、
25
種
類
の
家
庭
料
理
を
バ
イ

キ
ン
グ
方
式
で
提
供
す
る
日
替
わ
り
メ

ニ
ュ
ー
。
地
元
の
中
高
年
層
や
中
京
圏

の
方
に
人
気
で
年
間
2
万
人
以
上
が
訪

れ
て
い
ま
す
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始
め
て
か
ら
地
域
の

方
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
り
、
地
元

の
方
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
や
お
盆

の
時
期
に
は
、
親
戚
の
方
と
一
緒
に
お

越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
の
は
代
表
の
小
林
ふ
く
み
さ
ん
。

三
遠
南
信
自
動
車
道
が
天
竜
峡
ま
で

開
通
し
、
松
本
、
諏
訪
方
面
か
ら
も
近

く
な
っ
た
「
し
ゅ
ふ
ふ
」
で
皆
さ
ん
も 

﹃
家
庭
の
味
﹄
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
召
し
上

が
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

～
人
と
自
然
に
優
し
い

　
　
森
の
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
～

■連絡先／ NPO法人 軽井沢 森の街つくり隊
■本　部／北佐久郡軽井沢町中軽井沢2-1 
　　　　　 中軽井沢郵便局内
■電　話／ 0267-45-8379

■連 絡 先／旬採厨房「しゅふふ」
■住　　所／下伊那郡阿南町富草4923
■営業時間／ 11:30 ～ 14:30
■定 休 日／毎週水曜日
■電　　話／ 0260-22-2300

知
的
発
達
障
害
を
持
つ
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
楽
団「
ケ･

セ
ラ
」
の
演
奏
活

動
を
核
に
、
音
楽
を
通
じ
て
障
害
を

持
つ
人
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に

平
成
14
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

きっ
か
け
は
、
代
表
を
務
め
る
中
西

博
さ
ん
が
、
知
的
発
達
障
害
を
持
つ

息
子
さ
ん
の
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い
る

姿
を
目
に
し
た
こ
と
で
す
。

楽
団
の
メ
ン
バ
ー
は
9
人
。
松
本
、

安
曇
野
地
域
を
中
心
に
年
間
25
回
程

度
の
演
奏
会
を
行
って
い
ま
す
。
演
奏

は
決
し
て
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

心
に
染
み
入
る
音
色
で
す
。
現
在
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
約
30
曲
。
メ
ン
バ
ー

の 

一 

部
は
共
同
作
業
所
「
ケ・セ
ラ
塾
」

で
週
4
日
の
練
習
を
行
い
、
さ
ら
な

る
技
術
の
向
上
を
目
指
し
精
進
を
重

ね
て
い
ま
す
。

「
知
的
発
達
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
、

音
楽
で
食
べ
て
い
く
の
が
目
標
で
す
。

県
内
外
を
問
わ
ず
要
請
が
あ
れ
ば
ど

こ
へ
で
も
出
か
け
ま
す
」

と
語
る
中
西
さ
ん
。

　

演
奏
を
聴
い
た
人
の

多
く
が
深
い
感
動
を
覚

え
る
と
い
わ
れ
る「
ケ･

セ
ラ
」の
演
奏
会
に
、
皆

さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

～
音
楽
を
通
じ
て
自
立
を
支
援
～

～
地
域
の“
厄
介
者
”が

　
　
村
の
新
た
な
活
力
源
に
～

山
も
田
畑
も
覆って
し
ま
う
ほ
ど
の

生
命
力
が
あ
る
“
厄
介
者
”
の
つ
る
状

の
植
物
、「
葛く

ず

」は
山
あ
い
に
暮
ら
す

人
々
を
長
年
悩
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
が
小
川
村

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
す
。

古
く
か
ら
和
菓
子
や
薬
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
た
葛
で
す
が
、
外
国
産
や

代
替
品
に
押
さ
れ
、
今
や
国
産
も
の
は

貴
重
品
で
す
。「
葛
」
プ
ロ
ジェク
ト
と

名
づ
け
ら
れ
た
取
り
組
み
で
は
、
成
分

分
析
を
県
の
工
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
機
能
性
食
品
と
し
て

の
可
能
性
を
探
って
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
や
民
間
企
業
も
巻
き
込
み
な
が

ら
根
、
葉
、
茎
、
花
の
全
て
を
活
用
し

た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
。
今
後
は
、
根
か
ら
取
れ
る
葛

粉
を
利
用
し
た
食
品
、
葉
を
利
用
し

た
葛
茶
や
入
浴
剤
な
ど
を
商
品
化
す

る
た
め
の
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

　
「
一
人
で
も
二
人
で
も
地
域
の
雇
用

を
生
み
出
す
の
が
最
終
目
標
」
と
語

る
の
は
理
事
長
の
村
越
光
憲
さ
ん
。

葛
と
い
え
ば
小
川
！
と
い
う
日
が

く
る
か
・・・・
。
村
越
さ
ん
た
ち
の

奮
闘
は
は
じ
まっ
た
ば
か
り
で
す
。

■連絡先／NPO法人 美しい村小川・絆ネットワーク
■住　所／上水内郡小川村小根山7581
■電　話／026-217-2135

■連絡先／ＮＰＯ法人 ケ・セラ
■住　所／松本市大字芳川小屋６５０-29
■電　話／０２６３-５７-６３２９

軽井沢町

N
P
O
法
人

『
軽
井
沢

  

森
の
街
つ
く
り
隊
﹄

松本市

N
P
O
法
人

『
ケ･

セ
ラ
﹄

小川村

N
P
O
法
人
﹃
美
し
い
村
小
川
・
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹄

地域の輝く活動をご紹介
地域の特色を活かして、活躍する団体やＮＰＯ法人を紹介します。

～
南
信
州
で
家
庭
の
味
を

　
　
召
し
上
が
れ
～

阿南町

『
旬
採
厨
房

  

し
ゅ
ふ
ふ
﹄

プロジェクトメンバーの皆さん
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インターネット広報
番組をご覧ください。

○毎月第２、第４木曜日に新しい話
　題をお届けしています。
問総務部広報県民課
　☎026-235-7054

まるっと信州 検索

■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先

募　
集

○
乳
幼
児
を
連
れ
た
ご
家
族
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ

う
、商
業
施
設
等
に
設
置
す
る
お
む
つ
替
え
や
授
乳
の
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
施
設

　
不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る
民
間
施
設
等

　
（
商
業
施
設
、医
療
施
設
、観
光
施
設
、宿
泊
施
設
、社

会
福
祉
施
設
、体
育
施
設
、集
会
施
設
、文
化・教
育
施

設
、公
共
交
通
機
関
の
施
設
な
ど
）　

○
対
象
事
業

赤
ち
ゃ
ん「
ほ
っ
と
」ル
ー
ム

整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
一
般
選
抜
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
成
24
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
い
て
、

短
期
大
学
が
指
定
し
た
教
科・科
目
を
受
験

○
募
集
期
間
：
平
成
24
年
１
月
19
日（
木
）～
25
日（
水
）

●
一
般
選
抜
Ｂ

○
募
集
期
間
：
平
成
24
年
２
月
13
日（
月
）～
15
日（
水
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
２
月
28
日（
火
）

問 

長
野
県
短
期
大
学　
☎
０
２
６–

２
３
４–

１
２
２
１

○
募
集
学
科
及
び
人
員

長
野
県
短
期
大
学

学　
科

専　
攻

募
集
人
員

多
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科

国
際
地
域
文
化

20
人
程
度

英
語
英
米
文
化

25
人
程
度

日
本
語
日
本
文
化

20
人
程
度

生
活
科
学
科

健
康
栄
養

25
人
程
度

生
活
環
境

15
人
程
度

幼
児
教
育
学
科

―

25
人
程
度

○
募
集
学
部
：
看
護
学
部

○
募
集
人
員
：
50
人

○
募
集
期
間
：
平
成
24
年
１
月
23
日（
月
）～
２
月
１
日（
水
）

○
試
験
日
：
（
前
期
）平
成
24
年
２
月
27
日（
月
）　　

 

　
　
　
　
　
（
後
期
）平
成
24
年
３
月
13
日（
火
）

問 

長
野
県
看
護
大
学
事
務
局

　

 

☎
０
２
６
５–

８
１–

５
１
０
０

長
野
県
看
護
大
学

○
募
集
学
科
：
歯
科
衛
生
士
学
科

○
募
集
人
員
：
20
人

○
募
集
期
間
：
平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）～
11
日（
水
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
19
日（
木
）

問 

長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校

　

 

☎
０
２
６
５–

７
２–

４
７
３
０

長
野
県
公
衆
衛
生
専
門
学
校

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

●
３
年
課
程
：
高
等
学
校
卒
業（
見
込
）者
対
象

○
募
集
人
員
：
30
人

○
募
集
期
間
：
12
月
12
日（
月
）～
21
日（
水
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
25
日（
水
）～
26
日（
木
）

●
２
年
課
程
：
准
看
護
師
免
許
取
得（
見
込
）者
対
象

○
募
集
人
員
：
20
人

○
募
集
期
間
：
12
月
１
日（
木
）～
９
日（
金
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）～
12
日（
木
）

問 

長
野
県
須
坂
看
護
専
門
学
校

　

 

☎
０
２
６–

２
４
８–

８
３
１
１

○
募
集
学
科
及
び
人
員
：
総
合
農
学
科 

60
人
、

実
科 

50
人
、研
究
科 

50
人

○
募
集
期
間
：
12
月
12
日（
月
）～
28
日（
水
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）

問 

長
野
県
農
業
大
学
校　
☎
０
２
６–

２
７
８–

５
２
１
１

長
野
県
農
業
大
学
校

○
募
集
学
科
：
林
業
専
門
課
程　
林
学
科

○
定
員
：
20
人

○
募
集
期
間
：
12
月
１
日（
木
）～
12
月
16
日（
金
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）

問 

長
野
県
林
業
大
学
校　
☎
０
２
６
４–

２
３–

２
３
２
１

長
野
県
林
業
大
学
校

○
２
年
課
程
：
准
看
護
師
免
許
取
得（
見
込
）者
対
象

長
野
県
木
曽
看
護
専
門
学
校

○
募
集
コ
ー
ス（
６
カ
月
コ
ー
ス
）及
び
人
員
：

　
岡
谷
校　
機
械
制
御
コ
ー
ス 

10
人

　
伊
那
校　
機
械
科
、パ
ソ
コ
ン
活
用
科 

各
10
人

　
佐
久
校　
Ｎ
Ｃ
機
械
シ
ス
テ
ム
科
、Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
科
、

技
術
専
門
校（
岡
谷・伊
那･

佐
久
）

○一般
入
学
試
験

○
募
集
学
科
及
び
人
員
：

　
　
　
　
　
　
（
前
期
）　　
　
（
後
期
）

　
生
産
技
術
科 

10
人
程
度　
　
若
干
名

　
制
御
技
術
科 

10
人
程
度　
　
若
干
名

　
電
子
技
術
科 

10
人
程
度　
　
若
干
名

　
情
報
技
術
科 

10
人
程
度　
　
若
干
名

○
募
集
期
間
：

　
（
前
期
）平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）～
23
日（
月
）

　
（
後
期
）平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）～
３
月
９
日（
金
）

○
試
験
日
：

　
（
前
期
）平
成
24
年
２
月
３
日（
金
）

　
（
後
期
）平
成
24
年
３
月
21
日（
水
）

問 

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
事
務
局　
☎
０
２
６
８–

３
９–

１
１
１
１

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校

○
募
集
学
科
：
保
育
学
科

○
募
集
人
員
：
25
人
程
度

○
募
集
期
間
：
平
成
24
年
１
月
10
日（
火
）～
20
日（
金
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
２
月
１
日（
水
）

問 

長
野
県
福
祉
大
学
校　
☎
０
２
６
６–

５
７–

４
８
２
１

長
野
県
福
祉
大
学
校

第
２
回
多
重
債
務
者

無
料
相
談
会　

○
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い
る
多
重
債
務
者
を
救
済
す
る
た

め
、弁
護
士
、司
法
書
士
な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時
：
12
月
９
日（
金
）　
10
時
～
17
時

○
場
所
：
長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
長
野
、松
本
、

　
　
　
お
か
や
、飯
田
、上
田
）

○
事
前
予
約
制
：
11
月
21
日（
月
）～
12
月
８
日（
木
）の
間
で
受
付

問・■申 

企
画
部
生
活
文
化
課
消
費
生
活
室

　
　
　
☎
０
２
６–

２
２
３–

６
７
７
０

長
野
県
行
政・財
政
改
革
方
針（
仮
称
）骨
子

案
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
県
で
は
、
県
民
の
思
い
や
期
待
に
応
え
る
県
行
政
を

目
指
し
た
「
長
野
県
行
政
・
財
政
改
革
方
針(

仮
称)

骨

子
案
」
を
と
り
ま
と
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
10
月
28
日（
金
）～
12
月
９
日（
金
）

○
意
見
提
出
方
法

　
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
、電
子
申
請

○
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/soum

u/zaisei/
kaikaku/houshin/ikenn/boshu.htm

問・■申 

総
務
部
財
政
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
０
３
９

第
４
回
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

○
暮
ら
し
に
役
立
つ
知
識
や
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時
：
12
月
５
日（
月
）　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
テ
ー
マ
：
防
災
の
知
識
～
今
か
ら
で
き
る
防
災
対
策
～

○
場
所
：
県
松
本
合
同
庁
舎
講
堂

○
参
加
費
：
無
料

○
申
し
込
み
不
要

問・■申 

企
画
部
生
活
文
化
課
消
費
生
活
室

　
　
　
☎
０
２
６–

２
２
３–

６
７
７
０

　
表
紙
の
写
真
は
、９
月
に
長
野
自
動
車
道
姨
捨
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
で
実
施
し
た「
未
知
を
歩
こ
う
信
州

２
０
１
１
」観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
で
す
。皆
さ
ん

も
県
内
を
周
遊
し
て
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
よ
り
特
産

品
な
ど
の
お
得
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

表

紙

の

写

真

お
知
ら
せ

○
県
で
は
、新
た
な
総
合
５
か
年
計
画
の
策
定
を
進
め

る
た
め
、職
員
が
県
民
の
皆
さ
ん
の
も
と
へ
直
接
伺
い
、

長
野
県
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
県
政
出

前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ
：
長
野
県
の
将
来
像

　
　
　
　
　
重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

○
対
象
：
５
人
～
20
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

○
時
間
：
１
～
２
時
間
程
度（
土
、日･

祝
日
可
）

○
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/kikaku/

kikaku/new
plan/dem

ae/dem
ae.htm

問・■申 

企
画
部
企
画
課　
☎
０
２
６–
２
３
５–

７
０
１
４

長
野
県
の
将
来
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
ま
し
ょ
う

　
次
の
設
備
に
係
る
備
品（
消
耗
品
）の
新
設
又
は
拡
充

⑴
お
む
つ
替
え
の
た
め
の
設
備

⑵
授
乳
の
た
め
の
設
備

⑶
ト
イ
レ
等
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
の
設
備

⑷
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の
設
備　

○
補
助
対
象
経
費

　
備
品（
消
耗
品
）の
購
入
費
用
及
び
設
置
の
た
め
の
費
用

○
補
助
率（
額
）

　
補
助
率
10
／
10（
１
施
設
あ
た
り
上
限
額
50
万
円
）

○
受
付
締
切
：
12
月
22
日（
木
）

○
た
だ
し
、予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、そ
の
時
点
で
締

め
切
り
ま
す
。

○
詳
し
く
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.nagano.lg.jp/syakai/

seisyounen/hotroom
.htm

問 

健
康
福
祉
部
こ
ど
も・家
庭
課　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
０
９
５

○
募
集
人
員
：
30
人

○
募
集
期
間
：
12
月
１
日（
木
）～
20
日（
火
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
11
日（
水
）～
12
日（
木
）

問 

長
野
県
木
曽
看
護
専
門
学
校　
☎
０
２
６
４–

２
２–

４
０
５
７

　
　
　
　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
科 
各
10
人

○
募
集
期
間
：
12
月
12
日（
月
）～
平
成
24
年
1
月
5
日（
木
）

○
試
験
日
：
平
成
24
年
１
月
16
日（
月
）

問 

商
工
労
働
部
人
材
育
成
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
９
９
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審
査
員
奨
励
ワ
イ
ン
の
故
郷
を
訪
ね
て

これまでの認定ワインのリストや制度の詳細はこちら

お問合せ：
商工労働部ものづくり振興課 TEL026-235-7132
農政部農産物マーケティング室 TEL026-235-7216

長野県原産地呼称管理制度　　　　検索

冬
号　

平
成
23
年
11
月
20
日
発
行　

発
行
元
・
長
野
県
広
報
県
民
課　

〒
３
８
０-

８
５
７
０　

長
野
市
南
長
野　

電
話
０
２
６-

２
３
５-

７
０
５
４

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
株
式
会
社
長
野
県
折
込
広
告
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２
６-

２
６
８-

４
５
６
６

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp
E

-m
ail koho@

pref.nagano.lg.jp

 

長
野
県
内
で
生
産
・
製
造
さ
れ
た
味
や
品
質
が
優
れ
た
「
ワ
イ
ン・日
本
酒
・
米
・
焼
酎
」

を
自
信
と
責
任
を
持
っ
て
消
費
者
に
お
届
け
す
る
長
野
県
原
産
地
呼
称
管
理
制
度
。

こ
の
う
ち
、
ワ
イ
ン
の
審
査
会
は
、
平
成
15
年
４
月
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
に
17
回
行
わ
れ
、
延
べ

５８３
品
が
認
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
認
め
ら
れ
た
「
審
査
員
奨
励
ワ
イ
ン
」
の
故
郷
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

井筒ワイン

〒３９９-６４６１　塩尻市宗賀１２９８-１８７
TEL０２６３-５２-０１７４
http://www.izutsuwine.co.jp/

❺
地下貯蔵庫の見学を自由にお楽しみいただ
けます。
醸造場・ぶどう園の案内は要相談。

有料試飲コーナーからガラス越しにワインカーヴ
をご覧いただけます。
〒３９９-８１０３　安曇野市三郷小倉６６８７-５
TEL０２６３-７７-７７００
http://www.ch-azumino.com/

安曇野ワイナリー
❹

林農園

〒３９９-６４６１　塩尻市宗賀１２９８-１７０
TEL０２６３-５２-００５９
http://www.goichiwine.co.jp/

❻
約15種のぶどうを栽培しているぶどう畑が
見学できます。

〒３９９-０７１２　塩尻市塩尻町２６０
TEL０２６３-５２-１１５０
http://www.alpswine.com/
※見学や試飲などは行っておりません。

株式会社アルプス
❽

〒３９９-６４６２　塩尻市洗馬７８３
TEL０２６３-５２-２５８１
http://www.sinanowine.co.jp/

信濃ワイン株式会社
❼

地下ワインセラーは、自由にご覧いただけ
ます。

〒３８９-１２０１　上水内郡飯綱町芋川１２６０
TEL０２６-２５３-８００２
http://www.stcousair.co.jp/

サンクゼールワイナリー
❶

毎日3回、スタッフが製造工程をご案内しています。
ワインのテイスティングも楽しめる有料ツアー
は、要予約。

 

小布施ワイナリー
❷

〒３８１-０２０７　上高井郡小布施町押羽５７１
TEL０２６-２４７-２０５０
http://www.obusewinery.com/

毎週土曜日、スタッフが地下セラーをご案内し
ています。
有料ツアーは、ホームページをご確認ください。

ヴィラデスト  ガーデンファーム
アンド  ワイナリー

❸

〒３８９-０５０５　東御市和６０２７
TEL０２６８-６３-７３７３
http://www.villadest.com/

カフェからガラス越しにワイナリーをご覧いた
だけます。
土日・祝日は、スタッフがワイナリーをご案内し
ています。

松本

長野

佐久
塩尻

R147

R18

R19
R20

R158

R152

❶
❷

❸

❺❻
❼

❹

❽

※
見
学
ツ
ア
ー
の
開
始
時
間
や
シ
ョッ
プ
の
開
店
時

間
等
は
、
季
節
や
曜
日
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
お
出
か
け
の
前
に
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
奨
励
ワ
イ
ン
は
、
既
に
販
売
を
終
了
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


